概要

現在の開発業界は急激な成長を見せている。その中でも、ソフトウェア開発における開発技術者は、プログラミング技術を持つだけではなく、様々なスキルを持つことが求められている。依頼者間や開発者間とコミュニケーションをとること、ユーザ視点から考えられたシステムの開発を行うことも重要視されているのである。本プロジェクトでは、システム設計、コミュニケーション、ユーザインタフェース設計の全ての分野について学び、「使い物になる」ソフトウェア開発を行う。その開発過程において、私たちが様々な技術の向上を図ることが本プロジェクトの目的である。
前期の活動は、後期に向けてのスキルアップが主な目的である。各自のパソコンに開発環境の整備を行った。また、Javaプログラミングのスキルアップを行い、コミュニケーション、およびユーザインタフェースについての講義を受けた。さらに、5人で1グループとなり、計3グループにわかれ、グループごとに仮想の依頼者からの依頼を受けて模擬開発演習を行った。ここで行われた模擬開発演習は浅瀬書店システムと呼ばれるもので、書籍の検索システムである。最初は、依頼者との話し合いから行った。コミュニケーションシートの作成を行い、開発者間や依頼者間との意思疎通を図った。実際にシステムを開発する際、プログラム担当者と要求定義書担当者に分かれ、より「使い物になる」システムの開発を行うよう努めた。プログラム担当者は、依頼された機能を実装するシステム開発を行い、同時進行で要求定義書担当者が要求定義書を作成した。そのシステム開発を行う中で、プログラムテストも行った。最終的に、依頼者への納品プレゼンテーションを行った。

グループ内の問題点としては、ユーザ視点からのシステムをあまり意識できなかったことが挙げられる。時間を計画的に使えなかったことや、システム設計を意識しすぎたためである。

後期では、株式会社コネクトテクノロジーズ様からの依頼で、コネクト・ユーザビリティラボの予約システムを開発した。今回の開発では、従来の開発手法であるウォーターフォールとは異なり、評価改善を繰り返し行うことで各工程を前後する手法をとった。各工程について、要求定義内容確認や、ユーザビリティ評価を行うことにより、より「使い物になる」システム開発を努めた。

前期よりも、より効率的に開発を進めることができ、順調に作業は進んだ。また、実際にユーザビリティ評価を行うことにより、システムをよく知っている私たちだけでは気が付かない問題点についても改善することができた。依頼者がどのような要求を求めているのかを的確にとらえ、ユーザの視点からシステムを開発する技術と、その重要性について学ぶことができた。

（文責：小山まどか）

Abstract

The present development industry have been shown rapid growth. An above all thing, the development engineer at developing software are gone after that are not only has programming technology, but also has various skills. Communication of between clients and developers and developing the system from the user viewpoint are attached to importance. In this project, we learn about all the fields of a system design, communication, a user interface design, and developing "Usable" software. In the developing process, it is the purpose of this project that we improve various skills.

 In the first semester, this project aims to rise skills in the second semester. We maintain personal computers for development. Moreover, we improve Java programming skill, and learn about communication and user interface. Furthermore, we divide the member into 3 groups, and a group member is 5 students. Each group performed the imitation development exercise. We were received by the client of imagination. The system called “Asase Syoten system”, which is the search engine of books. At first, we talked with a client. We made communication sheet, and aimed at mutual understanding of between developers and clients. When we actually developing a system, we were divided into the program person and the demand definition document person, and developed more "Usable" system. The program person developed the systems which add the requested function, and the demand definition document person made the demand definition document. While developing the systems, we also tested the program to confirm whether the system operates correctly. Finally, we gave presentation to clients about the system.
 As a problem in a group, it is mentioned that we have seldom been conscious of the system from a user’s viewpoint. We were not able to use the time well, and made too conscious about system design.
The reservation system of a connection usabiliity lab was developed by the request from Connect Technologies Corporation in the second semester. Unlike the water fall model which is the conventional development technique, in this development the technique of getting each development process mixed up was taken. It strove for the systems development "Usable" more the contents check of a demand definition, and by performing usabiliity evaluation about each process.
Being able to advance further development more efficiently than the first half, work went smoothly. Moreover, we were able to improve by actually performing usabiliity evaluation about the problem which we do not notice only with us. We were able to catch the problem exactly for what kind of demand the client would ask, and we were able to learn developing skills from a user's viewpoint and the importance.
（文責：小山まどか）

2.4 課題の割り当て

　私は、前後期を通してwebデザインを担当した。プログラム実装担当者、システム設計担当者とも毎回話し合いを行い協力して作業を進めた。

　また、中間発表会、最終発表会におけるメインポスター制作担当者として、ポスターデザイン、レイアウト、配色などを考えた。

（文責：小山まどか）

3.1 プロジェクト内における課題の位置付け

4月
開発環境の整備、リスク分析

5月
日本語の運用演習、仮想の依頼者との話し合い

6月
webページ改良、納品プレゼンテーション

7月
中間発表会のためのポスター制作、中間報告書作成

8月
株式会社コネクトテクノロジーズ様の担当者と話し合い

9月
開発するシステムの内容の確認、今期のスケジュール調整

10月
システム開発、株式会社コネクトテクノロジーズ様の担当者と話し合い

11月
システム開発、webページ改良

12月
システムのユーザビリティ評価、最終発表会のためのポスター制作

1月
ユーザビリティ評価の結果に基づいたシステム開発、最終報告書作成

（文責：小山まどか）

3.2 課題解決の方法

4月
　EclipseおよびJAVAなどをインストールし、今後、システム開発が行える状態にした。また、Tomcat、Tomcatプラグインのインストールも行い、よりよい環境で開発を行える状態にした。

さらに、浅瀬書店システムについてグループ内で問題点や改良点などを見直しした。今後の仮想の依頼者との話し合いを想定し、プレゼンテーションや敬語についての練習も行った。

5月
　仮想の依頼者との話し合いのために日本語の運用演習を行った。担当教員の方々の講義だけではなく、実際の文章を縮約し、新たに文章を作成した。また、プレゼンテーションの練習も数回行った。

その後、仮想の依頼者との話し合いを行い、その話し合いについてのコミュニケーションシートを作成し、今後の話し合いの参考にした。

6月
　プログラム実装担当者およびシステム設計担当者と協力しながら、システムのwebページの改良を行った。全体的に暗かったページ全体を明るい配色にし、さらにフレームを用いたページにした。これにより、あるページからあるページへのリンクが1クリックですみ、コンテンツが常に表示されているため見やすいページとなった。また、ユーザが誰か分からないため、誰でも見やすいページになるようにフォントサイズの調整を行った。

システムの完成後、仮想の依頼者および担当教員の方々へ納品プレゼンテーションを行った。完成したシステムを実装し見て評価してもらうことだけではなく、プレゼンテーションについても評価していただいた。その後、コミュニケーションシートを作成し、グループ内でプレゼンテーションについて振り返り、見直しを行った。
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図3.2.1　浅瀬書店システム webページ画面

7月
　中間発表会のためのポスター制作を行った。おおよその内容については、プロジェクトメンバー全員で話し合いを行った。私はメインポスターのレイアウト、および全体のデザインを担当した。初めにおおよその内容でポスターを作りあげ、メンバーに確認を行った。具体的にポスターを制作し始めてからも、毎回メンバーや担当教員の方々にレイアウト、デザイン、文章をチェックして頂いた。こうすることで、より見やすく分かりやすいポスターになるよう努めた。また、サブポスター担当者とも共に作業を行い、デザインの統一を図った。

中間発表後には、中間報告書作成を作成した。図3.2.2が制作したポスターである。

[image: image2.jpg]53] V7 b7 OMR

azier





図3.2.2　中間発表会メインポスター


　メインポスターの工夫した点についてを以下にまとめた。

· 文字だけではなくイラストも多く使用した

· 全体的に赤を基調とした配色にし、見やすいようにした

· サブポスターとのデザイン、レイアウトを統一した

8月
　株式会社コネクトテクノロジーズ様の担当者と話し合いを行った。その打ち合わせの前に、グループ内で依頼者への質問内容をまとめ、プレゼンテーションの練習を行った。初めての話し合いのため、メンバー全員の自己紹介を行い、私たちが開発したシステムについてプレゼンテーションを行った。その後、システム開発について具体的な内容について話し合った。要望されたシステムの内容については以下の通りである。

· web上で行える

· 会社の中のみで利用する

· 予約は3ヶ月先まで可能

· 予約の時間帯は、午前、午後、1日の3種類とする

· 管理者は1人

· コミュニケーションシートの作成

　また、夏季休業期間中のため、後期の開発に向け各個人でプログラムのスキルアップを行った。私は、実際のプログラミング演習を復習し、また、webユーザビリティについて学習を始めた。

9月
　グループ内で、8月に行われた話し合いの内容を再度確認しまとめ、今後のスケジュールを立てた。より今後の開発を効率よく行うために、グループ内で役割分担をはっきりとさせた。私は、ユーザインタフェースのシステム開発担当である。webページのデザインだけではなく、ユーザインタフェースについても調べ、より良いwebページになるよう努めた。

10月
　システム実装担当者や要求定義書担当者とも話し合いを行いながら、webページを制作した。実際にページを最初から制作し始めるのではなく、Illustratorを用いて全体のイメージをイラストとして作り始めた。グループメンバーや担当教員に確認してもらいながら、全体的なイメージを完成させた後、具体的に制作に取りかかった。ユーザインタフェースの観点から考えた、フォントサイズ、色、ボタンの位置や大きさを検討した。

また、第2回目の株式会社コネクトテクノロジーズ様の担当者との話し合いを行った。話し合われた内容については、下記の通りである。

· サーバはコネクトテクノロジーズ様側におく

· 施設の休日については、管理者が変更可能にする

· ユーザの予約変更は1週間前までとする

· お問い合わせフォームを追加する

· 「クリア」の文字を「キャンセル」にする

コミュニケーションシートの作成を行い、次回のコネクトテクノロジーズ様との話し合いの日程についても決定した。そうすることで、よりはっきりと目標ができて、計画的に開発を進めることができた。

11月
　前月に引き続きwebページの制作を進めた。予約システムについてはカレンダーで表示することが決定されたため、カレンダーをJAVAで制作した。Webページを更新すると当月が表示され、「前月」と「次月」をクリックするとその前後の月が表示されるようにした。カレンダーの配色や、ボタンの位置、色など、システム設計担当者と話し合いながら決定し、制作を進めた。

システムの完成後は、グループ内でシステム全体について見直しを行い、また担当教員にもチェックをして頂いた。図3.2.3は完成したシステムである。
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図3.2.3


　システムの工夫した点については、以下にまとめた。

· 人間の目線を考えた上で、ページを全体的に左寄せにした

· 予約状況が分かりやすいようカレンダー表示とした

· 予約が入っている日時は灰色でクリックできないようにし、自分が予約した日時は赤で強調し、分かりやすいようにした

· 予約状況の表示はカレンダーのみではなく、文字でも表示した

· より多くのブラウザに対応できるようフレームを使用しなかった

· 必要な表示以外は追加しなかった

12月
　コネクトテクノロジーズ様の担当者や担当教員を交え、システムのユーザビリティ評価を行った。公立はこだて未来大学の心理学実験室にて行った。評価は管理者システムとユーザシステムの2種類を行い、前者は株式会社コネクトテクノロジーズ様の担当者と担当教員、後者は本システムについて知識のない大学生6名に行ってもらった。評価を行った後、システムの問題点、改善点について詳しく話し合いを行った。ユーザビリティ評価の結果を以下にまとめる。
· ユーザ登録のボタンが分かりづらい
· ログアウトの場所が分かりづらい

· 予約登録のボタンの位置が悪い

· 予約削除の際、どこから削除できるのか分かりづらかった

· カレンダーは見やすかった

また、最終発表会のためのメインポスターを制作した。制作のプロセスについては、中間発表会のためのメインポスター制作とほぼ同じである。今回も私はメインポスターのレイアウト、および全体のデザインを担当した。今回は、サブポスターが3枚もあるため、その担当者とともに制作し始め、内容の重複がないようにした。図3.2.4が制作したポスターである。
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図3.2.4　最終発表会メインポスター


　メインポスターの工夫点を以下にまとめる。

· 文字だけではなく、イラストも多く使用した

· システム設計を緑、コミュニケーションを黄色、ユーザインタフェース設計を赤とし、文字と図の色を統一した

1月
 ユーザビリティ評価の結果に基づいたシステムの改善を行った。評価で多くの被験者が使いにくい、見にくいと指摘した箇所の改善を行った。まず、送信のリンクを文字からボタンへと変更した。色の配色により見づらい箇所もあり、改善を行った。最終納品は2月なので、期日までによりよいシステムになるよう努めたい。

　その後、最終報告書作成を行った。

（文責：小山まどか）

4. プロジェクト内のインターワーキング

　前期は、システム開発担当者とともに、浅瀬書店システムのwebデザインについて検討し制作した。実際に開発担当者にプログラムの内容を聞き、把握し、より効率よくシステム開発を進めるためである。また、中間発表会におけるメインポスターではプロジェクトメンバー全員と話し合い内容を検討した。ポスター制作班内においても役割分担をし、よりよいポスターに仕上げた。

　後期は、システム開発担当者とだけではなく、システム設計担当者とも毎回のように話し合いを行った。詳細部分までをユーザインタフェースの観点から考え、システムを実装した。最終発表会におけるメインポスターについても、プロジェクトメンバー全員で内容について検討し、ポスター制作班内でも役割分担をした。各グループのサブポスター制作班のメンバーとも協力して進めた。

（文責：小山まどか）

6.2 プロジェクトにおける自分の役割

　一年を通して、私はシステムのwebデザインを担当した。しかし、その役割の部分だけではなく、プログラム実装担当者やシステム設計担当者とも毎回のように話し合いを行い、「使い物になる」システムを開発することに努めた。話し合いの様子や内容について毎回書き取るようにし、次回の話し合いの参考にした。話し合うだけではなく、ユーザビリティの観点からのデザインを考え、またシステムを実装した。

　そのほかにも、中間発表会と最終発表会のためのメインポスターの制作を行った。そのおおよその内容についてはプロジェクトメンバー全員で決定し、詳細部分については制作班と共に決定した。文章、デザイン、レイアウト、配色など制作班で役割分担を行った。私はデザインを担当した。文章に添えるイラストを描き、その色、配置までを考え制作した。毎回プロジェクトメンバー全員で集まる際には、ポスターを確認してもらい、担当教員にもチェックをして頂いた。レイアウトや配置だけではなく、日本語・英語の文章についても見て頂いた。そうすることで、より分かりやすく明確なポスターに仕上げることができた。

（文責：小山まどか）

